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自己紹介

○ ⼈類学の研究者でフィールド・
ワーカーです。熱帯林、特にアフリ
カやインドネシアの植物と霊⻑類の
種間関係やインクルーシブ教育を研
究しています。
○ 2002年04⽉23⽇に，脳⾎管に⾎
栓が詰まる脳塞栓症（のう・そくせ
ん・しょう）（脳梗塞の⼀種）にな
りました。
○⾝体障害者２級（重度障害者）です。
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聴覚失認と聴覚情報処理障害（APD）
「聴覚情報処理障害（auditory processing disorder, APD）」は、

⾳を感知する末梢聴覚（外⽿、中⽿、内⽿）の機能に異常が無く、
「聞こえている」にも関わらず⾳を認知して聴覚情報を処理する脳内
の中枢神経システムの働きが弱く⾔語⾳の処理ができない状態を指す。

これまでのバリアフリー・デザインで問題になってきたのが「抹消
聴覚」であり、脳の問題であるAPDは、応⽤を問題にできるほどデー
タや解釈が進んでいなかった。

この研究で「聴覚失認」と呼んでいるのが、APDとほぼ同じ症状であ
ると思われる。
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聴覚失認（≒聴覚情報処理障害 (Auditory 
Processing Disorders: APD)）とは？

•⾼次脳機能障害者で失語症の⽅の⼀部

•発達障害者の⼀部

•認知症者の⼀部
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⽅ 法
• 普段、友の会などで慣れた集会場に集まってもらい、集団
でわたしと対⾯形式で放送を視聴してもらった。

• ⼀回毎のチャイムの後、課題が解けたかどうかで、「チャ
イムに覚醒⼒があるかどうか」を判断した。
← 作業仮説に過ぎないが、思考を進める上で必要

• ⾼次脳機能障害者４団体（軽度障害者42名、中・重度障害
者32名と、対照として⾮障害者42名、合計116名）を対象
に視聴覚実験を⾏った。
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チャイムの種類
パトカー・サイレン⾳
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設問の例

① 音（長いピー ）・チャイムが鳴ります。

② 朗読。

③ 音（長いピー ）・チャイムが鳴ります。

④ 朗読。

⑤ 音（長いピー）が鳴ります。

⑥ 問１、問２に回答してもらいます。
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ところが⾒ているものは、

みんな⾃分と同じく、明治の⼈間である。

その中(うち)でも⾞夫が⼀番多い。

2021/2/19

2021/2/19



2021/2/19

辻待(つじまち)をして退屈だから

⽴っているに相違ない
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問１）
⾒ている⼈間で⼀番多いのはどんな
⼈ですか︖

ア）明治の⼈間で⾞夫

イ）⼤正の⼈間で運転⼿

ウ）江⼾の⼈間で⾺⼦
2021/2/19

問２）
なぜ⽴っていたのでしょうか︖

ア）楽しそうだから

イ）⼈を待っていたから

ウ）辻待ちで退屈だから
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⾔語⾳の課題
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視覚情報と暗算の課題
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結果は
•聴覚失認者が多く含まれるにも関わらず、⾔語⾳では、
前半は聴覚失認者と⾮障害者は同じ。

•⾔語⾳の後半では、聴覚失認者と⾮障害者で差が顕著。

•反対に視覚刺激と暗算をしてもらうと、聴覚失認者と⾮
障害者で、前半では差が顕著だが、後半では問題が無い。
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考察は
•⾮障害者と同じく障害者も、⾔語⾳とその
他の⾳は区別している。これは多感覚統合
によるものと思う。

•当初の⽬的であった「聴覚失認者に適した
チャイム」は、作業仮説が成り⽴つかどう
か分からなかった。
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放送⽅法への応⽤は
•マルチメディアDAISY形式（＝e-Pub形式）は、⾔語
⾳の聴覚失認者にも理解可能な多感覚統合を利⽤した
ICTである。

•マルチメディアDAISY形式の緊急災害放送は、現在の
テレビなどには利⽤されていない。運輸事業関係者や
放送事業関係者、ウエブ制作事業は、聴覚失認者に情
報を届けるために、積極的にマルチメディアDAISY形
式を利⽤するべきである。
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ECOMO バリアフリー研究の発表原稿 

４課題 60 分 1 ⼈ 15 分 

 

①  三⾕雅純と申します。よろしくお願いいたします。「多感覚統合

を利⽤した 聴覚失認者にも分かりやすい 緊急災害情報の放送

法」の研究内容についてご報告いたします。 

 

②  まず簡単に⾃⼰紹介をいたします。わたしは⼈類学の研究者で、

基本的にフィールド・ワーカーです。熱帯林、特にアフリカ中央部

の経験が⻑くあります。ところが、2002 年 04 ⽉ 23 ⽇、突然、

脳⾎管に⾎栓が詰まる脳塞栓症（のう・そくせん・しょう）になり

ました。現在は⾝体障害者２級（重度障害者）で、失語症です。せ

っかく障害者になったのだから、障害者にしか⾒えない世界を皆

さんに紹介しようと思い⽴って、聴覚失認者の研究をするように

なりました。 

 

③  さて「聴覚失認」という⾔葉です。⽂献を読む内に、これは「聴

覚情報処理障害」と同じ現象だと思うようになりました。これまで
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バリアフリー・デザインやインクルーシブ・デザインでは物理的な

「聞こえ」を問題にしてきました。そこでわたしは、研究が少ない、

⾳が脳に届いてからの⾔語⾳を問題にしようと思いました。なぜ

なら、聴覚失認者に対しては対応の仕⽅が分からず、ずっと放って

置かれてきた歴史があるからです。 

 

④  聴覚失認のある⼈とは、❶ ⾼次脳機能障害者で、特に失語症の

ある⽅の⼀部、❷ 発達障害者の⼀部、❸ 認知症者の⼀部、に⾒ら

れると分かってきました。 

 

失語症の⼀部には「聞いても理解できない」⽅がいることが分かっ

ていましたので、わたしもそうした⾼次脳機能障害者を対象に放送

法の研究を続けて来たのです。その時⼀番怖いのは、「⾔語⾳で放送

される緊急災害情報」の理解です。情報が理解できなければ、命の危

険があります。 

 

⑤  ⽅法です。 
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普段、⾼次脳機能障害者が友の会などで集まる、慣れた集会場に実

験のために集まってもらい、集団でわたしと対⾯形式で放送を視聴

してもらいました。 

 

さまざまなチャイムの有効性を調べるために、⼀回毎の設問の後、

課題が解けたかどうかで、「チャイムに覚醒⼒があるかどうか」を判

断しました。これは作業仮説に過ぎませんが、思考を進める上で必要

です。ただし、後で説明しますが、この仮説は今回の実験では確かめ

られませんでした。 

 

設問は全部で１５問ありました。⾼次脳機能障害者は疲れやすい

ので、疲れてきたら、適時、休憩をとって休みました。実験には、約

１時間半かかりました。 

 

⾼次脳機能障害者４団体（障害者 76 名、対照として障害者の補助

や⾔語聴覚⼠を含む⾮障害者 42 名、合計 116 名）を対象に視聴覚

実験を⾏いました。なお、この発表で障害者と呼ぶのは⾼次脳機能障

害者のことです。 
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⑥  これが実験に使ったチャイムをソナグラムで視覚化したもので

す。 

 

⑦  ここで具体的な実験のようすを体験していただきます。 

  実験は、まず⻑いピーという⾳で始まります。それに続いてチャ

イムが鳴ります。通常は、このチャイムが何か⼤事な放送があるとい

う注意喚起の合図です。次いで「⼤事な放送」の朗読が始まります。

そして、再びピー⾳があって、先ほどと同じチャイムが鳴ります。も

う⼀度、先ほどの続きの「⼤事な放送」の朗読があって、さらにしつ

こく⻑いピー⾳が鳴ります。それが終わると、ここで初めて鉛筆を持

ってもらって、問１，問２に答えていきます。 

 

⑧  （⻑いピー⾳、チャイム） 

⑨  （朗読） 

⑩  （⻑いピー⾳、チャイム） 

⑪  （朗読） 

⑫  （⻑いピー⾳） 

約７０秒 

＝１分１０秒 
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⑬  今のチャイムは「NHK 緊急地震速報の報知⾳」です。このスラ

イドを⽰して、わたしが⾁声で読み上げます。こんなふうにです。 

 問１）⾒ている⼈間で⼀番多いのはどんな⼈ですか︖ 

 ア）明治の⼈間で⾞夫 

 イ）⼤正の⼈間で運転⼿ 

 ウ）江⼾の⼈間で⾺⼦（まごʼ） 

正解はアの「明治の⼈間で⾞夫」です。 

 

⑭  問２も同様です。 

問２）なぜ⽴っていたのでしょうか︖ 

 ア）楽しそうだから 

 イ）⼈を待っていたから 

 ウ）辻待ちで退屈だから 

答えはウの「辻待ちで退屈だから」です。この読み上げることによっ

て、被験者は視覚情報としての⽂字と、わたしの⾁声が、いっしょに

届きます。 

 

⑮  まず、今聞いていただいた「⾔語⾳の課題」を分析した結果で
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す。ひじょうに奇妙にも思えますが、前半は聴覚失認のある⽅も、

無い⽅も正しく答えておられます。これは、⾔語⾳を聞くだけで

は理解が弱い障害者が、⽂字の視覚情報を統合して正解を導いた

のだと思います。しかし、後半は息切れがして、ご⾃分でも気が

付いていらっしゃらないかもしれませんが、たぶん疲れてしまっ

て正解できなかったのだと解釈できます。 

 

⑯  今度は「トランプの柄の暗記と暗算」という昨年度⾒ていただ

いた、「⾔語⾳の課題」とは全く違う課題を解いていただいた時の

結果です。最初は正解があまりないが、最後は正解を出せていま

す。これは、聴覚失認者にとって最初は⼾惑いがあったのだが、

やがて慣れて正解を出せるようになった。視覚刺激の場合、疲労

は関係なかったというふうに解釈できると思います。 

 

⑰  もう⼀度、別の⾔葉で結果を確認しておきます。❶ 聴覚失認

者が多く含まれるにも関わらず、⾔語⾳の課題で、最初は聴覚失

認者も⾮障害者と同じように正解する。❷ ⾔語⾳の後半では、

聴覚失認者は正解できない。❸ 反対に視覚刺激と暗算をしても
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らうと、聴覚失認者と⾮障害者で、前半では差が顕著だが、後半

では問題が無い。 

 

⑱  考察です。❶ ⾮障害者と同じく障害者も、⾔語⾳とその他の

⾳は区別している。これは多感覚統合によるものだろう。❷ 当

初の⽬的であった「聴覚失認者に適したチャイム」は、特定でき

なかった。 

 

⑲  放送⽅法への応⽤は、マルチメディア DAISY 形式（＝e-Pub 形

式）は、⾔語⾳の聴覚失認者にも理解可能な多感覚統合を利⽤し

た ICT だが、❶ マルチメディア DAISY 形式の緊急災害放送は、

現在のテレビなどには利⽤されていない。聴覚失認者に情報を届

けるためには、運輸事業関係者（これは⾞内放送などです）や放

送事業関係者、ウエブ制作業者は、積極的にマルチメディア

DAISY 形式を利⽤するべきである。 

 

⑳  謝辞です。この研究は、❶ ECOMO バリアフリー研究（第 203-

2 号）と、❷ 2019〜2021 科研費､基盤研究(C)（⼀般）
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（19K01143）から研究費の補助を得ました。記して感謝いたし

ます。 

 

 なお、本研究の論⽂は、もうすぐオープン・アクセスとして「福

祉のまちづくり研究」に公表されます。そちらもお読みいただき

たいと思います。 

 

 ありがとうございました。 

 

注︓「福祉のまちづくり研究」に出した論⽂は、22 (paper): 1-

11 として、2021 年 02 ⽉ 20 ⽇現在、すでにダウンロード可能

です。

［https://www.jstage.jst.go.jp/article/jais/22/Paper/22_2-

1/_pdf/-char/ja］ 
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